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第 1 会 場 （151　OO〜 16．00）

（一 　般　醸　造）

講演時間は各題15分とす る

15
，
00HT

．醤 油醸造 に関与する微生物の グル タミ ン

　　　酸消長にお よ ぼす影響に つ いて

　（第 ワ報）産膜酵母 の グ ル タ ミ ン酸消長 におよぽす

　　　　　 影響…特に好気的または嫌気的な条件下

　　　　　 で の グ ル タ ミ ン 酸分解の差異 につ いて

　 丸金醤油  研　黒 島英三郎 ， ○大山　義朗

　　　　　　　　 松尾　隆治

　目的　前報まで に醤油醸造 に関与する と考 え られ る

醤油酵母 3 株 ， 産膜酵母 2株 ，
Bacilgus　2 株，　 M 伽 0・

coccus 　2 株お よび Pediococcus　2株の グル タ ミン 酸分

解能と合成能 に つ い て検討 して きた．そ の結果 ， 醤抽

培地 で の グ ルタ ミン 酸 合成 能 は 全般的 に 弱 い が ，分解

能は醤油酵母 ， 産膜酵母などで み とめ られ た．特 に産

膜酵母 で はグル タ ミ ン 酸の 分解が顕著で あ っ た．そ こ

で今回 は主 と して 産膜酵母 の グ ル タ ミ ン 酸分解を検討

し，実際の 諸味管理 に お い て 本菌 の 活動を 抑制す る方

法など につ い て考察した．

　方法　供試菌株は 　SaceharOtnyces 　 rouxii 　 var ．

halOtnembranis で あ る．培地組 成 お よ び 培養方法 は

前報 に凖じて お こ な っ た．な お嫌気培養は流動パ ラ フ

ィ ン を浮游 させ 好気培養は振盪 した。菌体量は 660

m μ の O ．D ．よ り乾燥菌体量 と して 表わ し培養中の グ

ル タ ミ ン 酸は E、celi の 乾燥菌体を用い る 酵素法 に よ

っ た．菌体内遊離グル タ ミン 酸は E ．F ．　Gale らの 方

法 ， 結合グル タ ミン 酸は 塩酸 で 菌体を加水分解 して 定

量 した．

　結果　産膜酵母 の グル タ ミ ン 酸分解が 好気的 ， 嫌気

的条件 の い ずれの 楊合 に 起 りやす い か とい う点 に つ い

て 菌休 と グル タ ミ ン 酸を 3 口 間 incubate して 比較 し

た とこ ろ，
．
好気的な条件下で は食塩濃度3 ％ の 場合93

％ の グル タ ミ ン 酸が 分解 し，18％ の 食塩高濃度 に おい

て もな お，50％ の 分解が み られ た が ，嫌気的な条件 ド

で は食塩濃度 3％ の 場合 グ ル タ ミ ン 酸の 分 解 は 1爭％で ，

食塩18％ で は わずか 5 ％ と非常 に少 な か っ た．一一一yj
−
，

培地 1・【・1と菌体内遊1蕁隹グル タ ミン 1悛の 関連に つ い て み る

と，グル タ ミ ン 酸の 分解の 著 しい 好気的な 条件下 で は

墓体内遊離 グル タ ミン 酸は高 くt 分解 の少 ない嫌気培

養で は低くな っ て い る こ とが判 っ た．

11S．醤 油醸造に関与する微生物のグル タミン

　　　酸 消長に およぼす影響 に つ い て

　 （第 8報）産 膜酵母 の 増殖ならび に 自己 消化に よ る

　　　　　 グル タ ミ ン 酸の 消長

丸金醤油  研　黒 島英三郎 ， ○大山 　義朗

　　　　　　 松尾　隆治

　 目的　長期間を要す る 醤油醸造で は諸味中の グル タ

ミン 酸 の 消長 を知 るた め に は種 々 の 因子 に つ い て 調 べ

な けれ ばな らな い．すな わ ち ， グル タ ミ ン 酸 の減少は

おもに 菌体内 に取込まれ た グル タ ミ ン 酸が異化され た

りあ るい は菌体 の 蛋 白合成 に 使 われ るた め と考え られ

る．一
方，グル タ ミン 酸 の 増加は原料蛋白質 の 分解 に

よ っ て 生 成 した もの が主体をなす の は当然で あるが ，

さ らに 微生物｝Fよ る グ ル タ ミ ン 酸生合成や 菌体の 自己

消化 に よ る影響も考慮しな けれ ばな らない で あろう．

こ れ まで の 実験で は菌体の 増殖を ともな わ な い条件を

選んで グル タ ミン 酸 の 分解と生合成をみて きたが．生

合成の 程度 に くらべ て グル タ ミ ン 酸分解が相当大 きい

こ とが判 っ た．そ こ で 今回 は産膜酵母を用 い て ， 菌体

の 蛋白合成の ため に使われ る グル タ ミン 酸 と康己消化

に よ っ て菌体か ら培地中に 出て くる グル タ ミン 酸を中

心に検討を加え た．

　方法　供試菌株 は前報 と 同様に Sacchai”omyces

1
”
OUX

’ii　abar．　halomembranis を 用 い た．培地は前報

記 載 の 増殖用培地 に グ ル タ ミ ン 酸 を 0．5 ％含むもの を

用 い ， 培養方法な らび に 分析方法はすべ て 前報 に 準 じ

た．

　結果 　菌体は24時間 か ら41時間 に か けて 直線的 に 増

殖 し菌体量は 30mg ／ml に達す る．こ の 菌体量は 7F【

まで 維持され る．…
方，培地中の グ ル タ ミ ン 酸は菌の

増殖 と は対称的 に 24時間か ら41時間に かけて 直線的に

減少 し大部分 の グ ル タ ミ ン 酸 は こ   陶 に 消費され て し

ま う．菌体内遊離グル タ ミン 酸 は増殖 が始 ま るの に つ

れ て 高 くなり対数期の 「：1噸 に最高 に な りそ の 後 7 日 ま
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で 徐々 に減少する．菌体内遊離グル タ ミン 酸が高 い と

き 9ezは高く菌体 内遊離 グル タ ミ ン 酸の低 くな る培

養 7 日頃 になると QOe は非常に低 くな る，培養 7 日

以 後 に な る と 902 は なくな り菌体量 も
．
減少 しは じめ，

14 日 後で は 20mg ／m1 とな る．こ の 頃か ら菌体内の グ

ル タ ミン 酸が排泄 され培地中の グル タ ミン 酸は徐々に

増加 して くる．

119．醤 油中の 高分 子化合物の 役 割に関する研

　　　究

（簾 1報）多 糖 類 お よ び糖蛋 白の 組成 につ い て

　　　　　（その 2）

阪大，
工

， 醗酵　○福智　真和 ， 竹 内　宏次

　　　　　　　　　上田　隆蔵

ヒ ガ シ マ ル 醤油  　石上 　有造 ， 石川　　浩

　圏的　醤 油 中の 糖 蛋 白，多糖類な ど高分子化合物 に

つ い て は， ま だ なん らの 研究もな され て い な い が，著

者らは前報 に おい て ， 糖蛋白お よ び多糖類ゐ存在を指

摘し，前者は醤油申に約 O．5 ％，糖化合物 の 約25％を

占め て お り，我 々 の 想像以上 に 多量存在す る こ とを認

め た，糖蛋自として 4個 の Peak を分離 したが ，
そ

めうち PeakC−1−1 は ， さ らに分離 の 必要が認め られ

た．また糖蛋白お よ び多糖類に つ い て，構成糖の 同定

お よ び そ の 構成比率を検討 した．しか し， ζ れ ら化合

物中に，2 〜3 個 の ウ ロ ン 酸呈色反応陽性物質の 存在

を認め た が ， そ の詳細 に関しては， 検討 して い なか っ

た．そ れ ゆ え ， 本報に おい て は，糖蛋白で あ る ，
Peak

C −・1−1 を単離す る と ともに
， 両化合物中の ウ ロ ン 酸 の

同定を 行 な い ， そ の構成比率を求めたの で 報告する．

　方法　試料として は，丸大豆使用 の 生揚醤油を用 い

た．糖化合物の 分離 は ， 前報 に準じて 行 な っ た．Peak

C−1−1 の 単離 は，Sephadex　G −75 に よ る カ ラ ム ク ロ

マ トグラ フ ィ
ーに よ り行な っ た．ウ ロ ン酸の同定は ，

各区分の 硫酸加水分解液に つ い て ，ペ ーパ ーク ロ マ

軒
グ ラ フ ィ

ーを行 な っ た．呈色は ， ナ フ トレ ゾ ル シ ン 反

応 に よ り行 な っ た．ウ ロ ン酸 の構成比率は，ペ ーパ ー

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに より分 離 した各 ス ポ ッ トを切り

取 り， 溶出を行 な い ，
カ ノレ バ ゾール 硫酸法 に よ り比 色

定量 し求めた．

　結果 　糖蛋 白区分 で あ る fraction　C−1−1 に つ い て ，

Sephadex　G −75
，
　G400 を用 い て 分離を行な っ た結果3

個 の 区分に分画で きた．加水分解 した糖液の ペ ーパ ー

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー一・　ICお い て ，Rf 値 O。77の Spotは ，

glucuronQlactone の Rf 値 と，Rf 値0．19の spot は，

galacturonic　aCid の そ れ とよ く
一致し， ウ ロ ン 酸の

呈色反応陽性で あ っ た．ウ ロ ン 酸呈色反応陽性で あ る

Rf 値0．24の spot が得 られ たが 同定で きな か っ た．ま た，

これ らウ ロ ン 酸の 量は， glucuronolactone は， 構成糖

の 約 3〜 6 ％， galacturonie　 aCid は，10〜25％で ，

未同定 の ウ ロ ン酸反応陽性物質 は ， 5 〜10％で あ っ た．．
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